
　
感
謝
の
カ
ー
ド

　

救
急
現
場
で
偶
然
そ
の
場
に
居
合
わ

せ
、
心
肺
蘇
生
や
応
急
手
当
を
実
施
す
る

な
ど
救
急
活
動
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
対
し
、「
感
謝
の
カ
ー
ド
」
を
手
渡

し
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
に
は
、
協
力
者
が
現
場
で

行
っ
た
こ
と
、
目
撃
し
た
こ
と
で
心
や
体

に
不
安
な
こ
と
な
ど
が
起
き
て
し
ま
っ

た
場
合
の
相
談
窓
口
が
記
載
し
て
あ
り
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
田
原
市
健
康
課
お
よ
び
愛
知
県

豊
川
保
健
所
と
連
携
し
、
心
と
体
の
相
談

に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
を
構
築

し
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
更
新
＆

　
車
両
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

　
平
成
28
年
11
月
に
救
急
車
が
更
新
さ
れ

ま
し
た
。
田
原
市
に
は
、
５
台
の
救
急
車

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
１
台
が
更
新
さ
れ

ま
し
た
。
更
新
さ
れ
た
救
急
車
内
に
は
、

搬
送
に
よ
る
傷
病
者
の
負
担
を
今
ま
で
よ

り
軽
減
で
き
る
、
最
新
の
磁
気
性
防
振

ベ
ッ
ド
が
装
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
車
両
更
新
に
伴
い
、
今
ま
で
活
躍

し
て
き
た
古
い
救
急
車
は
官
公
庁
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
に
出
品
さ
れ
、
田
原
市
の
新
た
な

財
源
と
な
り
ま
す
。
過
去
に
も
消
防
署
や

消
防
団
の
車
両
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
統
計
（
平
成　
年
）

　
平
成
28
年
中
に
お
け
る
田
原
市
内
の
火

災
・
救
急
・
救
助
事
案
の
出
動
件
数
は
下

表
の
と
お
り
で
す
。

　
火
災
件
数
は
17
件
で
、
昨
年
よ
り
４
件

少
な
く
な
り
ま
し
た
。
建
物
火
災
は
２
件

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
救
急
件
数
は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
本
市
で
は
１
３
１
件
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。
特
に
急
病
と
交
通
が
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
救
助
件
数
は
昨
年
よ
り
８
件
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
主
に
交
通
事
故
や
水
難
事
故

が
減
少
し
て
い
ま
す
。

消
し
ま
し
ょ
う

　そ
の
火
そ
の
時

　そ
の
場
所
で

消太

救子

春
号

▼更新された救急車と車内の磁気性防振ベッド

火　災 救　急 救　助
種別 H28 前年比 種別 H28 前年比 種別 H28 前年比
建物 8 2 急病 1,484 △ 155 交通 18 △ 3
車両 1 △ 2 一般 393 76 水難 10 △ 8
船舶 0 △ 1 交通 170 △ 31 機械 2 ± 0
林野 0 ± 0 労災 25 ± 0 火災 0 △ 1

その他 8 △ 3 その他 173 △ 21 その他 11 4
合計 17 △4 合計 2,245 △131 合計 41 △8

▪田原市管内の出動件数（平成 28 年消防統計） ※△は減少

▲感謝のカードの表面

▲同、裏面
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